
 

 

  

 

 

 

■ [2023 建築とまちづくりセミナーin 彦根] 参加の感想 
１０月１４日（土）・１５日（日）の２日間、「建築とまちづくりセミナーin 彦根」に行ってきました。

新型コロナウイルス感染症が発生して以降は人の集まるイベントには参加してこなかったので、今回の
新建セミナーは久しぶりの参加に嬉しく思います。参加者は 1 日目は６０数名（正確には「建まち」参
照）とのことです。愛知支部からは甫立浩一さんと中森眞由美（妻）の３名で参加してきました。 

「魅力あふれる滋賀の歴史的建造物の特徴および彦根城天守と保存修理」 
講師は池野保さん（滋賀支部会員／元滋賀県文化財保護課参事）です。始めに滋賀県の歴史的建造物に
ついて、その指定数の多さが全国一とのこと。時間の都合で説明がざっくりでしたが、改めて見所が多
い県である事が分かりました。 
 次に個人的には大好物の城郭建築「国宝-彦根城」天守の平成の保存修理に関わったお話をして頂きま
した。彦根市製作のＤＶＤ上映は１５分でしたが工事内容がわかりやすくまとめてありました。詳細が
気になって、次回機会があれば追加でお願いしたいとも思いました。 （愛知支部 中森 重雄） 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ▲セミナー会場の様子                ▲講師の池野保さん 
◆「建築とまちづくりセミナーin 彦根」に参加をして（甫立浩一） 

天気の予報が２日間は雨天と出ていましたが、初日の夜まで天気が持ち、翌日も朝には雨が上がり、
もっていった傘は、あまり活躍せずに、たくさん歩いた２日間でした。中森夫妻と一緒に参加をして、
行き帰りの道中も子育てなどの話をして、あっという間でした。 

感想文の担当もみんなで分けて書くこととしました。 
僕の担当は、レクチャー２の「銀座商店街のまちづくり」です。銀座商店街は、彦根城下町の南側に

位置し、約１キロの中心市街地の中にあります。１９６０年までは、木造建築が密集しており、全国に
先駆けて、都市計画街路整備と合わせた防災建築街区造成事業により、１９６１年ごろから１９７３年
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までの期間に、約１０億円の事業費をかけて、近代的なビル群へと生まれ変わりました。ところが、近
年は、後継者不⾜や郊外への出店により、空き店舗及び空き住⼾が増え、竣工後約 60 年が経ち、老朽化
がかなり進んでいる現状で、２０１６年に外壁の崩落事故があり、彦根市と一緒に様々な検討に乗り出
しているようです。 

ほとんどが３階建て、１階・2 階が店舗、2 階・3 階が共⽤住⼾もあり、コンクリートでできた建物は、
エクスパンションジョイントなしで、隣の建物と密着している状況でした。 

商店街の活性化に関わる多くの方々が、現状の問題点を調査して、どのように将来を考えて、２０２
０年に「彦根銀座まちづくり懇談会」を設立して、商店街のみなさんだけではなく、専門家や大学生が
集まり、様々なワークショップを開催し、問題解決を模索していました。 

その後の座談会では、銀座商店街のギャラリーコジマの小島充子さん、彦根銀座街商商業協同組合副
理事⻑の井上一さん、元滋賀県立大学大学教授の濱崎一志さんなどが、現在の状況と活⽤されている店
舗や新しい動きなどを伝えてくれました。 

   
 
 
 
 
 
 

▲濱崎先生（ギャラリーコジマ２階にて） 
▲銀座商店街（写真がなかったので、       
パンフレットより、抜粋しました） 

 
 
 
 
 
 

▲隣のビルの持ち出し梁でつながる建物 
 

 
 
 

▲狭い通路が店舗入口や裏への私道 
 
      結納屋店の２階に息子さん家族が住まう▶ 



■「空き家と居住福祉」〜居住福祉と生活資本の構築(157) 

 

岡本 祥浩 

 

 10 月１日にNHKで「空き家1000万戸の衝撃」が放映された。2018年現在の推計空き家数約

850万戸が、まもなく1000万戸に達するという警鐘だ。空き家は、治安、防災、衛生、景観などを

脅かす。しかしこの数字をそのまま受け取るわけにはいかない。この空き家には賃貸住宅(約 430万

戸)、売却住宅(約 30万戸)、建築中(約 9万戸)が含まれる。これら市場の空き家約470万戸は問題

を生じさせるとは考えにくい。なんとなれば、問題の発生が商品価値を奪うからである。従って、

注意しなければならない空き家は、統計上の空き家の約4割程度に減少する。とは言え、我々の居

住環境に存在してほしくないことに変わりはない。 

空き家問題で注目されるのは、その原因である。人口の高齢化、世帯規模の縮小から高齢者亡き

後、相続されずに空き家の管理が不十分なままに放置される空き家が増えるのではないかという懸

念がある。そこで「空き家特措法」(2012年)が制定され、空き家管理の徹底や自治体による空き家

撤去が定められた。しかし、空き家発生の原因にメスを入れない限り、問題は解決しないだろう。 

空き家は住む人が居なくなることで発生する。それは、人の問題と住宅の問題に関わる。人の問

題は、相続人がいない、相続人が居ても生活圏が異なり維持管理できない、ということである。こ

れらの場合には社会的に空き家を維持管理したり利用したりできる制度が望まれる。 

他方の住宅の問題は空間として存在しており、簡単に無くせないので重大である。住宅そのもの

と立地の問題に分かれる。40～50年前に建設された住宅は、狭小、設備不良、劣悪な住環境、老

朽、耐震強度の不足などの問題を抱えている。その典型は、「狭小、５階建て、エレベーター・お

風呂無し」である。更に経済成長のただなかに建てられた中心市街地から遠く離れた立地は、就

労、買い物、教育、医療、福祉、友人・知人との付き合いなどを困難にする。いわゆる生活できな

い立地である。このように住宅の質と立地が改善されない限り、残された空き家は利用できない。 

ストックにならないストックの存在は私たちを暗澹たる思いにさせるが、市街地内の空き家を市

街地再生の「種」と考えられないだろうか。私たちの生活を支える市街地再生の絶好の機会到来だ

と考えられないだろうか。これまでは生活像を思い描こうにもその基盤や資源が無かった。大資本

が次々と土地・建物を取得し、壮大な建物群を建設して「都市再生」が進められた。そこに一人ひ

とりにふさわしい暮らしは思い描けなかった。しかし、次々と生じる空き家を「種」として利用す

れば、市街地の将来像が思い描けるのではないだろうか。将来像に合わせて、利活用できる空き家

はそのまま利用し、不十分な住宅は適切な規模に改修したり建て直したりする。すべての建物が変

わらなくとも、ある程度の建物が一人ひとりの生活にふさわしくなると、街の雰囲気が変わる。人

口減少、高齢社会に超高層ビルが乱立する市街地の必要はない。ヒューマンスケールで一人ひとり

の生活を支えられる中低層の市街地が似つかわしいと思う。市街地そのものが一人ひとりにふさわ

しい暮らしの基盤にするという認識のもとに市街地再生をめざして欲しい。 

 

 (中京大学教授、日本居住福祉学会会長、新建会員) 







■ 新建愛知支部 2023 年 9 月 支部幹事会だより 

9 月 20 日（水）19：00～21：00（オンライン） 

リモート参加者／奥野、黒野、中森、福田、壬生、甫立 

（1） 建築とまちづくりセミナーin 彦根が 10/14～15 で開催します。詳細は、ホームページで。 

（2） 11/25（土）第３４回新建全国大会がオンラインで開催します。議案への意見を募集します。 

（3） 大会議案とあわせて、10/4（水）11/1（水）夜に全国や支部への意見交換会を開催します。 

（4） 職人不足で困らない為に、共同事業化の組織化検討を進める事を決めて、源樹会と連携をしま

す。 

（5） 新建に協力してくれる施工者、職人、各種の営業さん等に声を掛けて、リスト化しています。 

（6） 「防災マニュアル」連絡網を利用して、支部企画、拡大と更に積極的に声掛けをしています。 

（7） 「建まち誌」への５０周年祝賀広告を募集しています。支部でまとめて、本部へ連絡をします。 

今後の幹事会は、11 月 15 日（水）12 月 20 日（水）２０２４年１月１７日（水）午後７時と決め

ました。 
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■ 展示会 『 フランク・ロイド・ライト 世界を結ぶ建築 』 

2023.10.21 – 2023.12.24                    

帝国ホテル二代目本館１００周年 

 

◇ 開催会場：豊田市美術館 

◇ 展示期間：前期―10/21（土）～11/19（日） 

       後期―11/21（火）～12/24（日） 

会期中、一部展示替えを行います。 

月曜日休館 

◇ 開館時間：10：00～17：30（入館 17：00 まで） 

◇ 観覧料：1400 円                          

 『クーンリー・プレイハウス幼稚園の窓ガラス』 

帝国ホテル二代目本館 第２案 横断面図 

 

※詳細は、豊田市美術館に問い合わせるか、または『フランク・ロイド・ライト 世界を結ぶ建築』展で、検索

をお願いします。 


